
2014年8月少数民族ヤジディ教徒の住む農村がイスラ

ム国過激派組織(IS)に襲われ、男性300人が虐殺され

女性たちはレイプを受けた。

性暴力の体験を自ら語り、人身売買の実行犯の責任

を問い果敢に戦ったイラクのナディア・ムラドさん

(25)が今年ノーベル平和賞を受賞した。欧米の女性

たちも性被害に声をあげ始めた。

そこでノーベル平和賞受賞式に合わせて12月11日に

フォーラムを開催した。

第１部は根本智子弁護士より「女性・子どもの性被

害」の講演。性暴力は実母・実父・実祖父からの被

害が多い。平成28年度内閣府の配偶者暴力調査では

暴行の被害者の90％は女性、殺人の被害者の44.9％

は男性。

なぜかというと女性が被害を受け続け、その結果加

害者である男性を殺すというところまで追いつめら

れているということ。セクハラや痴漢の被害では、

男尊女卑がまだまだ根底にある。女性の人格を認め

ない・品定め・物色する目など人間としての目つき

ではない痴漢の実態や、どんなに仕事ができても、

「君が男だったら」の言葉がまだまだ横行している。

決して褒められているのではなく、女性であること

を卑下されていることになる。対等な関係ではない

のが現状である。

第２部は「語ろう#MeToo」車座トーク

2011年セクハラ労災行政訴訟を起こし、2015年勝訴

した全国シェルターネットの佐藤かおり氏の体験発表と参加した方々からの意見を出し合った。

大学生の一人は友人に兄からの性暴力被害を相談されたが自分には話を聴くことしかできず苦しかったと話

された。話を聴くことも大きな支援だと会場からの意見。また相談窓口「とちコール」の紹介もあった。

少しずつ性暴力被害について「見える化」が進むために今後も若年層も交えて忌憚のない話ができる機会を

作っていくべきだと実感した。

山田みやこの活動報告

栃木県地方議会女性議員連盟主催

平成30年12月11日(火)

#MeTooから#WeTooへ ナディア・ムラドさんノーベル平和賞受賞記念フォーラム㏌とちぎ


